
仙北市議会だより 2

一
般
会
計
補
正
予
算
6
億

７
２
９
５
万
7
千
円

　

こ
の
補
正
に
よ
っ
て
本
市
の
一

般
会
計
の
総
額
が
１
９
０
億
９
２

９
９
万
7
千
円
に
な
る
。

　

9
月
定
例
会
の
会
期
は
9
月
4

日
か
ら
28
日
ま
で
の
25
日
間
だ
っ

た
。
そ
の
内
訳
は
本
会
議
5
日
、

委
員
会
4
日
、
休
会
16
日
の
日
程

に
な
っ
た
。

　

特
例
公
債
法
案
（
赤
字
国
債
発

行
法
案
）
が
野
党
の
反
対
に
よ
っ

て
廃
案
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
４
、

６
、
９
、
11
月
と
年
4
回
地
方
自

治
体
に
交
付
さ
れ
て
い
た
交
付
金

の
9
月
4
日
の
予
定
分
４
．
１
兆

円
が
予
定
通
り
交
付
出
来
な
い
の

で
は
と
心
配
さ
れ
た
。
状
況
し
だ

い
で
は
各
自
治
体
が
独
自
で
当
面

の
資
金
を
調
達
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
業
の

延
期
や
停
止
等
も
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
本
市
も
少
な
か
ら
ぬ
混
乱
が

予
測
さ
れ
た
が
、
さ
す
が
政
府
も

手
持
ち
資
金
を
か
き
集
め
市
町
村

交
付
分
を
優
先
さ
せ
、
県
交
付
分

を
先
送
り
す
る
な
ど
し
て
当
面
を

繕
っ
た
。
し
か
し
10
月
に
入
っ
て

も
全
く
法
案
成
立
の
見
通
し
が
立

た
ず
、
更
に
長
期
化
す
る
と
国
の

財
源
が
枯
渇
し
、
地
方
に
も
深
刻

な
影
響
が
出
る
と
心
配
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
う
し
た
中
で
補
正
額
が
6
億

7
千
万
円
強
と
本
市
の
予
算
規
模

か
ら
し
て
比
較
的
大
き
な
補
正
と

な
っ
た
。

提
出
議
案
は
一
般
会
計
、
特
別
会

計
含
め
て
「
条
例
制
定
」
に
つ
い

て
7
件
、各
会
計
補
正
予
算
6
件
、

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
15
件
、
市
道
の
変
更
認
定
に

つ
い
て
１
件
の
計
29
件
に
な
っ

た
。
議
論
の
内
容
は
当
然
な
が
ら

補
正
予
算
案
に
お
け
る
事
業
内
容

や
予
算
の
妥
当
性
が
審
議
の
中
心

に
な
っ
た
。
以
下
提
案
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
の
事
項
別
主
要

経
費
に
つ
い
て
。

◎
所
得
税
等
国
庫
返
還
金　

１
８
０
万
1
千
円　

そ
の
他

本
来
所
得
税
を
納
付
す
金
額
か
ら

１
２
６
万
4
千
5
百
円
を
不
正
に

減
額
し
た
分
と
、
そ
れ
に
対
す
る

遅
延
損
害
金
53
万
６
３
８
７
円
の

国
か
ら
の
返
還
請
求
に
応
じ
る
も

の
。

◎
人
工
透
析
通
院
費
支
給
事
業
費

１
１
５
万
6
千
円
（
一
般
財
源
）

市
立
角
館
病
院
に
通
院
す
る
人
工

透
析
患
者
の
通
院
交
通
費
の
一
部

を
市
が
負
担
す
る
も
の
。

◎
小
規
模
施
設
等
緊
急
整
備
費　

１
億
１
６
０
０
万
円
（
国
県
支
出

金
）

こ
ま
く
さ
苑
田
沢
の
郷
で
建
設
す

る
29
床
の
ミ
ニ
特
養
、
大
曲
仙
北

介
護
保
険
事
務
所
の
管
轄
事
業
で

あ
り
市
の
負
担
は
な
し
。

◎
介
護
施
設
開
設
準
備
費　
　
　

１
７
４
万
円　

国
県
支
出
金

　

こ
ま
く
さ
苑
田
沢
の
郷
で
建
設

◎
国
際
交
流
・
国
内
交
流
推
進
費

３
８
６
万
4
千
円
（
一
般
財
源
）

高
校
生
を
交
流
の
目
的
で
台
湾
に

連
れ
て
ゆ
く
も
の
、
１
０
０
名
募

集
の
予
定
、
旅
費
は
全
額
市
が
負

担
。

◎
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業　

２
１
４
万
円
（
一
般
財

源
）

ク
ニ
マ
ス
資
料
館
（
仮
称
）
将
来

お
よ
そ
3
億
円
の
建
設
予
定
額
の

う
ち
建
屋
１
億
5
千
万
円
分
の
基

本
設
計
費
用
。

◎
生
活
路
線
代
替
バ
ス
運
行
費　

１
０
５
７
万
2
千
円（
一
般
財
源
）

現
在
、
市
の
補
助
で
運
行
し
て
い

る
乗
り
合
い
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
市
民
の
要
望
に
添
っ
て

試
験
的
に
11
月
～
12
月
30
日
ま
で

土
日
祝
祭
日
も
運
行
す
る
た
め
の

補
助
金
。

 
デ
マ
ン
ド
１
４
５
万
円
、
路
線

バ
ス
委
託
料
90
万
円
、
他
は
乗
車

率
向
上
に
よ
る
補
填
。
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3

す
る
ミ
ニ
特
養
の
開
設
に
伴
う
新

た
な
職
員
の
研
修
費
や
給
与
、
備

品
の
購
入
な
ど
に
当
て
る
も
の
。

◎
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
活
動
事
業
費

30
万
5
千
円
（
一
般
財
源
）

チ
ー
ム
委
員
へ
の
報
償
費
、
及
び

需
用
費
。

◎
秋
田
県
種
苗
交
換
会
招
致
推
進

事
業　

６
１
３
万
円（
一
般
財
源
）

　

来
客
駐
車
場
予
定
地
の
旧
秋
木

工
場
跡
地
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て

整
地
し
砂
利
を
敷
く
も
の
。

◎
農
業
生
産
施
設
復
旧
支
援
事
業

補
助
金
４
８
８
万
7
千
円

（
国
県
支
出
２
５
８
万
7
千
円　

一
般
財
源
２
３
０
万
円
）

４
月
3
日
夜
か
ら
4
日
の
朝
に
か

け
て
の
農
業
施
設
暴
風
被
害
に
対

す
る
、国
県
に
よ
る
補
助
補
填
分
。

◎
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理
運

営
費　

３
７
２
万
3
千
円
（
そ
の

他
7
千
円　

一
般
財
源
３
７
１
万

6
千
円
）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の
臨
時
雇

用
者
を
１
名
増
や
す
人
件
費
と
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
購
入
費
。

◎
道
路
維
持
補
修
費

　

１
５
８
６
万
1
千
円
（
そ
の
他

２
６
１
万
円　

一
般
財
源　

１
３

２
５
万
1
千
円
）

　

ぶ
な
森
ト
ン
ネ
ル
非
常
警
報
装

置
の
修
繕
他
7
件
の
工
事
と
市
内

全
域
の
舗
装
の
修
繕
道
路
維
持
に

係
る
砕
石
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材

原
材
料
費
86
万
1
千
円
を
加
え
た

も
の
。

◎
冬
季
交
通
対
策
費

１
億
８
５
９
１
万
7
千
円

（
そ
の
他
3
万
1
千
円　

一
般
財

源
1
億
８
５
８
８
万
6
千
円
）

　

冬
季
除
雪
費
用
。

◎
橋
梁
維
持
補
修
費

５
２
０
万
円
（
一
般
財
源
）

田
沢
橋
（
生
保
内
中
央
陸
橋
）
の

橋
桁
不
整
合
を
解
消
す
る
も
の
。

◎
河
川
維
持
補
修
費　

２
９
０
万
4
千
円
（
一
般
財
源
）

　

角
館
中
学
校
の
背
後
を
流
れ
る

鰍
瀬
川
の
河
床
整
備
に
伴
う
重
機

借
り
上
げ
料
70
万
4
千
円
、
角
館

地
区
流
雪
溝
の
分
水
溝
、
落
差
溝

な
ど
常
習
的
な
被
害
箇
所
の
改
修

工
事
費
２
２
０
万
円
。

◎
排
水
対
策
事
業
費　

７
０
０
万
円
（
一
般
財
源
）

　

西
木
町
門
屋
漆
原
地
内
の
常
態

化
し
て
い
る
内
水
被
害
を
改
善
す

る
た
め
、
４
０
０
タ
イ
プ
の
勾
配

可
変
側
溝
を
敷
設
し
て
下
流
へ
の

排
水
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
も
の
。

◎
育
英
奨
学
資
金
繰
り
出
し
金　

１
１
１
０
万
2
千
円
（
そ
の
他
）

　

市
奨
学
金
制
度
へ
の
基
金
の
積

み
増
し
。

◎
緒
工
事
費

１
２
１
４
万
2
千
円（
一
般
財
源
）

　

市
道
舗
装
の
補
修
と
側
溝
の
一

部
修
理
費

◎
か
く
の
だ
て
幼
稚
園
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
対
策
事
業
費
補
助
金

３
１
７
万
（
一
般
財
源
）

　

か
く
の
だ
て
幼
稚
園
の
建
設
時

に
防
露
対
策
と
し
て
天
井
鉄
骨
や

ス
ラ
ブ
下
部
に
吹
き
付
け
ら
れ
た

断
熱
材
が
石
綿
で
あ
る
事
が
判
明

し
た
た
め
こ
れ
を
除
去
す
る
も

の
。

◎
か
く
の
だ
て
幼
稚
園
耐
震
補
強

対
策
事
業
補
助
金　

２
８
０
万
円

（
一
般
財
源
）

　

耐
震
補
強
設
計
予
定
額
３
３
６

０
万
円
の
う
ち
２
８
０
万
円
を
市

で
補
助
す
る
も
の
。

◎
玉
川
河
川
公
園
管
理
費

３
１
５
万
1
千
円
（
一
般
財
源
）

　

昨
年
完
成
し
た
ば
か
り
の
岩
瀬

橋
上
流
部
の
玉
川
河
川
公
園
の
芝

生
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
排
水
不
良
の
た

め
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
こ

れ
を
解
消
す
る
た
め
の
工
事
費
。

◎
現
年
補
助
災
害
復
旧
事
業
費　

1
億
９
３
１
９
万
7
千
円

（
国
県
支
出

1
億
１
９
８
７
万
7
千
円

市
債　

６
７
３
０
万
円

一
般
財
源　

６
０
２
万
円
）

　

凍
上
災
害
（
本
年
2
月
の
厳
寒

で
市
道
の
一
部
が
路
床
の
凍
結
膨

張
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
）

被
害
路
線
10
箇
所
の
復
旧
事
業

費
。

　

内
容
の
審
議
、
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
各
常
任
委
員
会
報
告
を
ご

覧
下
さ
い
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

　

一
般
会
計
決
算
は
決
算
常
任
委

員
会
に
お
い
て
継
続
審
査
に
な
っ

て
お
り
、
本
定
例
会
で
は
審
査
さ

れ
な
か
っ
た
。
特
別
会
計
分
は
各

常
任
委
員
会
報
告
を
ご
覧
下
さ

い
。
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て

は
、
市
立
田
沢
湖
病
院
、
市
立
角

館
病
院
の
赤
字
決
算
が
あ
げ
ら
れ

る
。
平
成
23
年
度
決
算
で
田
沢
湖

病
院
は
７
５
５
７
万
７
千
円
、
角

館
病
院
は
４
０
５
９
万
6
千
円
の

赤
字
を
計
上
し
た
。
特
に
田
沢
湖

病
院
は
22
年
度
に
８
７
９
５
万
6

千
円
の
赤
字
を
出
し
て
お
り
、
24

年
度
も
同
様
な
赤
字
を
計
上
す
る

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
病
院
の
経

営
規
模
か
ら
し
て
異
常
な
経
営
内

容
が
常
態
化
し
て
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
角
館
病
院
の
赤
字

分
と
医
療
局
の
経
費
を
合
算
す
る

と
1
億
４
０
３
２
万
7
千
円
に
も

な
り
、
本
市
の
予
算
規
模
か
ら
し

て
今
後
大
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
本
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
地
方
交
付
金
が
大
き
く
削

減
さ
れ
続
け
る
も
の
と
推
測
さ

れ
、
今
後
の
自
主
財
源
の
減
少
と

相
ま
っ
て
数
年
以
内
に
予
算
編
成

す
ら
困
難
に
な
る
状
況
も
予
想
さ

れ
る
。
毎
年
こ
う
し
た
赤
字
決
算

を
議
会
が
ど
こ
ま
で
認
定
で
き
る

の
か
、
決
算
の
不
認
定
ど
こ
ろ
か

病
院
会
計
の
予
算
認
定
す
ら
困
難

に
な
る
日
が
近
い
の
で
は
な
い

か
。
今
後
の
市
当
局
と
医
療
関
係

者
の
血
の
滲
む
よ
う
な
努
力
と
、

思
い
切
っ
た
英
断
以
外
に
解
決
の

方
法
は
無
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

決
算
常
任
委
員
会
報
告

熱のこもった予算常任委員会


